
ハラスメント相談と

解決の流れ

再発防止対策に必要な措置

相談窓口 （相談員・相談箱・専用メール）

相談者 （学生 ・ 教職員など）

解　決

ハラスメント防止対策委員会

聴取

相談

報告

再発防止の検討

改善措置 和　解 厳重注意 懲　罰

ハラスメント調査チーム

相談者の希望に基づき

通知 ・ 調整 ・ 調査のためのハラスメント調査チーム設置

相談者の意向に基づき匿名
又は顕名とし、 相手方に対し
てハラスメント相談があったこ
とを通知する。

通　知

相談者は顕名とし、 事実関係
の公平な調査に基づき、 ハラ
スメントの有無を認定し、 適
切な措置を講ずる。

調　査

相談者の意向に基づき匿名
又は顕名とし、 相談者及び相
手方の申出事案に関する主張
を公正な立場で調整する。

調　整

ハラスメントで困って
いたら…

〒247-0066 神奈川県鎌倉市山崎1195-3
Tel. 0467-38-3131（代表）
湘南鎌倉医療大学

ハラスメントの
ない大学へ
No Harassment!!

学内相談窓口のご案内

保健室

ハラスメント相談

● 一人で悩まずすぐに相談しましょう！
● ハラスメントかどうか分からなくても
また些細なことでも気軽に相談しましょう。

● ハラスメント相談員はあなたのプライバシーを堅く
守りながら親身になってご相談にのります。

● ハラスメントを目撃したり友人が困っていたら
相談することをすすめましょう！

S T A F F  :  保健師、学校医（非常勤）

相談室

外部相談窓口のご案内

栄枝総合法律事務所
〒104-0061　東京都中央区銀座 4 -10-16

シグマ銀座ファースト 6 階 -7 階
　　TEL ： 03-3546-8101　　　FAX ： 03-3546-7700

E-mail ： sku-compliance@seiginomikata.com
※ 外部相談留意事項

原則として、 実名及び連絡先を記入すること（匿名による通報
等については、 これを受け付けますが、 調査結果等の通知が
できない、又は事実関係の調査ができない可能性があること）
故意による虚偽通報等、不正な通報はしないこと
通報を行ったことによる不利益な扱いは受けないこと

1.

2.
3.

（内線 ： 108）

※どこにでも、だれにでも、お気軽に相談ください。
宮野貴行（事務）相談員　soudan1@sku.ac.jp
金井直美（事務）相談員　soudan2@sku.ac.jp
田邊直行（教員）相談員　n.tanabe@sku.ac.jp
水谷郷美（教員）相談員  mizutani.satomi@sku.ac.jp
※相談箱は2階掲示板横に設置しています。

①名前（フルネーム）
②相談希望日時（開室時間内でご指定ください。）
③連絡先メールアドレス、携帯電話番号

S T A F F  : 臨床心理士又は公認心理師
下記内容を添えてメールで予約してください。
連絡先：yoyaku@sku.ac.jp

　開室:毎週火曜・水曜（8時半～15時）木曜（11時～17時半）



ΩχーȆハラスメント3
ɜۯ理എުྩڰ൲のષで࿹պഎ立場にある者が̷̠でな̞者に対し

て、৐෴͞ηスをຈါոષに̩ͤ返し೏及したͤ、ఱ୊でৎୣしたͤ

すること。

ɜਬ౬で૽ࡢを̞̲͛ること。

ɜ࿹պഎ立場にある者が̷̠でな̞者に対して、ȶ̥͊ȷȶ無ෝȷな̓、

。をすること࡞する̠͢なอٺを૟ڒ૽

職務ષの࿹պ଻ͬ෸ࠊに̱たະഐ୨な࡞൲
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ΕーΏλσȆハラスメント4

ɜŇacŦţookな̓のઇ認ଷのŔŏŔを၌用して̞る者が、ŔŏŔを၌用し

て̞る̥̠̥̓ଂ͇たષで࿻ో申୏を̞࣐、ઇ認をޑါして̩る。

ɜŔŏŔで࿻ోとして̾ながった者に対し、ু໦のൎࣂにȶ̞̞͇ȷ͞΋

メントをޑါする。

ŔŏŔ（Εーシλル・ΥΛトχー΅ング・΍ーΫス）
၌用者̵࣐̦ͣ࠹࣐ͥͦͩ́ۼև
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Γ·ΏνͺσȆハラスメント2
ɜ๚᜞なอ࡞、ယউȆယཞに関する଻എอ࡞をすること。

ɜ৏ᑵに૙事͞、Οートにည̠。౯るとȶঐ൵するܨがな̩なったȷな̓

と͙܄のある࡞ဩを返す。

ɜຈட଻な̩૸ఘに̯ͩること。

ɜȶ੫଻（౳଻）̺̥ͣʼʼす͓き（しては̞̫な̞）ȷな̓のࡥ定した

଻༆࿨ڬを঵̻̺してอ࡞すること。

相਀ͬະ١に̵̯ͥ଻എな࡞൲
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ハラスメントをなくすために

とは？
ハラスメント

ˍ
ɜঐ൵者が֗ޗȆݪࡄષຈါのな̞জഎな用ྩを̠̠࣐͢ঐ൵を਋

̫る者に̩ޑါݥしたͤ、૙事͞Οートな̓の૽ࡢഎな̾きあ̞͞࢐

षをޑါしたͤして、؊̲な̫ͦ͊༭໘എなओ༆࣐ևを࣐ったͤ、

଼ୡບثを適切に࣐ͩな̥ったͤすること。

ɜ正൚な理ဇな̩、ݪࡄのた͛にຈါな໲ࡃ、଎੥、঩ၳ、ܕܥ႒൝

のঀ用をଷࡠしたͤ、෱ܤしたͤして、ڰݪࡄ൲をཐ̬ること。

教֗ݪࡄષの࿹պ଻ͬ෸ࠊに̱たະഐ୨な࡞൲
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ͺ΃ΟηΛ·Ȇハラスメント

　他人への不適切な言動により不快感や不利益を与え、相手方
の人権を侵害し、学生生活環境、教育研究環境、職場環境等を
悪化させることです。

ɜະ١であると̞̠意এນ示をしまし̠͡。
ɜ̷の場̥ͣၗͦまし̠͡。
ɜષに੆͓た̠͢な࣐ևができな̥ったとして͜、 ະ١なܨ঵̻はఱ切

にしまし̠͡。 ̷して、 心の中にたࣺ͛まずに੥き出して͙て̩̺̯̞
（ܱ჏はଇ௸なٜࠨに̾ながͤます）。

ɜ信ှできる૽に相談して̩̺̯̞ （࿻૽、 。（員な̓ޗ
ɜ相談ௗ࢛を၌用して̩̺̯̞。

ハラスメントͬ受̫̱̀̽͘たͣ

ɜ相手の意এをఄਹし、 相手がະ١に̲ۜる࡞൲は߫ͤ返̯な̞̠͢
にしまし̠͡。

ɜু໦はܨに留͛な̞̠͢なことで͜、 ૽に͢って਋̫৾ͤ方は։なͤ
ます。 ু໦の঵̾ႁ͞࿹պな立場に̞ると̞̠ことを意েしまし̠͡。

ɜ̲ۜたことをၚೄに̢ࣣ̞࡞るၻࢡな関係 Ȇ を̩̾ることを心がޏ۪
̫まし̠͡。

ɜু໦の࡞൲は、 ু໦͞ز௼が͜し൳̲ことを̯ͦて͜平̥ܨ、 また、
ু໦のز௼が̷͊に̞て͜൳̲ことができる̢̥ࣉて͙まし̠͡。

者になͣな̞ためにٺح

ɜȶ学内相談ௗ࢛ȷ に相談することを͛ۑてあ̬て̩̺̯̞。
（ల२者̥ͣの相談͜਋̫ັ̫て̞ます）

ハラスメントͬ受̫̞̀ͥ૽̥ͣȂ相談ͬ受̫たͣ

ハラスメント相談 Q & A
は̲め̀相談̳ͥ͂きȂ ౗́͜ະհ̲̭ͬۜͥ͂͂এ̞̳͘ȃ
̷ͭなະհ̳ͬͥࡘࠚためにȂハラスメント相談Q&Aͬત̱̳ٚ͘ȃ

Q1 相談̱̀Ȃ ๩ྟ̦Ⴣ̭ͦͥ͂はな̞̳̥́ȉ

A 相談員には、 、て̵̤ͤͦͣهな৿๩݅ྩがڒࡕ 相談員̥ͣ๩ྟが
Ⴣͦることはあͤま̵ͭので、 հ心して̮相談̩̺̯̞。 また、 のࠨٜ
た͛に、 相談者のၭٜをංて̥ͣ、 ຈါड઀ࡠの関係者に事ૂを୰
ྶすること͜あͤますが、 ̷の場ࣣで͜๩ྟは̩ࡥ৿ͣͦます。

Q2 ハラスメントに൚た̥ͥど̠̥Ȃ
̩̥ͩͣ͢な̞の̳̦́相談́き̳̥͘ȉ

A ハラスメントに൚たる̥໦̥ͣな̩て͜、 ࣾって̞たͣ、 まずは相談し
まし̠͡。̠̓したͣેޙが̩͢なる̥、相談員が֚੣に̢ࣉて̞きます。

Q3 相談̱たͣȂ 報໘̯ͦͥの́はな̞̥͂૤෻̳́Ȥȃ

A 相談対؊では、 ຈါに؊̲、 相談者のၭٜをංて̥ͣ、 関係者͞ح
。者と̯ͦる૽̥ͣ事ૂをಶ̩ことがあͤますٺ
事ૂをಶ̩षには ȶ༭໘࣐ևの޺গȷ に̞̾て਱໦୰ྶします。 ̷
ͦで͜༭໘࣐ևがあった場ࣣは、 ̷ͦুఘが࿚ఴになͤ、 相談員が
適切な対؊を৾ͤます。
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